









『シ ンポジウム謎の夏王朝』 を開催 し て
谷 ロ 満
(東北学院大学)
最初から私事で恐縮であるが、 大学院博士課程を中退して北海道の国立大学に就職し、 は じ
めて大学の教壇にたったのは1977年のことである。以来今にいたるまで、ほぼ毎年、束洋史概
説・ アジア史概説といった概説講義を担当したが、 いずれの年度も 「謎の夏王朝」 から講義を
始めるのを常としてきた。
1977年といえば、 「登封告成遺址発掘現場会」 と い う 、  夏王朝・夏文化研究史上一つの画期と
なる大討論会が河南省登封県王城崗遺跡で開催された年である。 その二、 三年後から、 いわゆ






れ て い る と い う こ と を 知 つ て 、 軽 い 驚 き を ぉ ぼ え た の も こ の こ ろ で あ る。
もっとも講義では“夏王朝は実在しました”と断言する勇気はなく、“中国の研究者たちは自
明 の こ と と 考 え て い る よ う で す が 、 百 パーセントの証拠が揃つたわけではありませんから、断
言はできないと思いますよ”と、言葉をにごして講義を終えるのを慣例としていた。ほ ど な く し
て出た浅原達郎「夏文化探索の道」 (『古史春秋』第一号 ) や 飯 島 武 次 『要殷文化の考古学研究』
も実在問題に対しては同じような意見であり、専門家がそうなんだから素人が講義でそう話し
て も 大 丈 夫 だ ろ う と 、  なんだか安心したものである。
他方、中国においては確信はまったくゅるぐことなく、年を追うごとに研究は進み、その成
果は、 中国先秦史学会・洛陽市第二文物工作隊編『夏文化研究論集』 (中華書局・1996年) ゃ鄭
傑祥編『夏文化論集 (上・下)』 (文物出版社・2002年) などによって次々 と公表された。 そし
て例の 「夏商周断代工程」 の開始となったのであるが、 これは夏・殷・周三代の“歴史年表”を
作 る と い う プ ロ ジ ェ ク ト で あ る か ら 、  夏王朝は伝説時代や先史時代から截然と切り離されて、
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期王朝時代」では、 “筆者は、 この二里頭文化を担つた地域的社会とその政体の存在を、 出土文
字資料から確認できない現状において、 「夏」の名で呼ぶことについていま少し慎重であろうと
考える” (61頁・西江清高氏執筆担当) と述べている。 専門家・素人をとわず、 これがいつわら
ざる気持ちであったといってよいであろう。 したがって、2004年度の概説講義では、西江氏の
一文を紹介し っつ、 やはり慎重な態度をとるべきであろうと、 学生諸君に説明したのである。
ところが本年2005年度の「アジア史概説」の冒頭の講義は、一転して従来とはまったく異なっ
た口調にならざるをえなくなってしまった。いうまでもなく二里頭1号宮殿遺跡・2号宮殿遺跡









な ら な い で あ ろ う 。講義でそのことを話したところ、熱心な学生から“夏王朝が実在した可能性
は50パーセントをこえましたね”と指摘され、“歴史の問題は割合で決まるものではないのだ
よ ” と 応 え な が ら も 、  内心夏王朝実在の可能性は百パーセ ン ト に 限 り な く 近 づ い た と 認 め ざ る
をえなかったのである。










『 シ ン ポ ジ ウ ム 識 の;更王朝』 を開f11 して
期 日 : 平 成 1 7 年 9 月 2 3 日  (金)
場 所:東北学院大学土樋キャンパス押川記念ホー ル
基調講演: 「夏王朝考古の新発見」 王巍 (中国社会科学院考古研究所)
座 談 会 : 「夏王朝探索一現状と展望一」
















の 形 成 に 視 点 を ぉ い て 推 移 し た こ と に は っ き り と 示 さ れ て い る で あ ろ う 。 わが国の研究者に
とって、謎の夏王朝は依然として謎のままであるといわねばならない。 なぉ本シンポジウムの
ーケ月後、偃師で 「二里頭遺址与二里頭文化国際学術研討会」 が 開 催 さ れ 、 内 容 の 速 報 が 『 中
国文物報』2005年11月4日に載せられている(「検視二里頭遺址与二里頭文化研究的新視野
一二里頭遺址与二里頭文化国際学術研討会綜述」 〔記者・李政〕) 。 簡単な記録であるが、 本シン
ポジウムで議論されたもの と共通する多くの問題が討論されたことが知られ、 わが国の研究者



















さ る のか自信がなかったし、 それにご多忙なことははためにも十分承知していたから、五人全
員が来仙して下さるとは予想だにしなかったからである。 ところが依頼の書状をさしあげたと
ころ、 わずか数日のうちに五人全員から参加のご意志を認めた電子メ ールを頂戴したのは、 ま
ことに驚きであった。 おそらく、束北学院大学が何か研究と教育に力 を い れ よ う と し て い る ら
しいから、ひと っ手助けしてやろうじ ゃ な ぃかという、いわば“義供心”からご参加下さったの













心に聞き入つておられたのには、 は っ き り い って頭が下がる思いであった。
li0
「シ ン ポ ジ ウ ム a識の更-王朝」 を開催して
なぉ束北学院大学文学部史学科は、 平成17年4月1 日をもってカリキュラムを大幅に改め、
名称も 「歴史学科」 に改めて新たに出発した。 本シンポジウムがその新しい門出を記念する意





お ど る の を 禁 じ る こ と が で き な い。
追記: 座談会で話題になった 「獎公盆」 銘文の真偽問題については、 竹内康浩氏が近作 「装公
經の資料的問題について」 (『史学雑誌』115編1号)にぉいて詳しく論じている。あわせて参照
していただきたいと思う。
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